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社
会
問
題
を

英
語
で
発
表

全
国
高
校
国
際
シ
ン
ポ

「全
国
高
校
生
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
１２
日
、

鹿
児
島
市
で
あ

っ
た
。
国

際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材

を
育
て
る

「ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル

ハ
イ
ス
ク
ー

ル
」

（Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
に
指
定

さ
れ
て
い
る
甲
南
高
校

（同
市
）
が
初
め
て
企
画
。

県
内
外
か
ら
１０
校
約
１
５

０
人
が
参
加
し
、
社
会
間

題
に
つ
い
て
英
語
で
発
表

し
合
う
な
ど
日
頃
の
学
習

成
果
を
披
露
し
た
＝
写

菌
「参

加
１０
校
の
大
半
は
Ｓ

Ｇ
Ｈ
指
定
校
。
生
徒
ら
が

交
流
で
き
る
場
を
設
け
よ

う
と
、
甲
南
高
校
が
全
国

の
高
校
に
参
加
を
呼
び
掛

け
た
。「高

校
生
に
い
ま
必
要

な
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
大
学
教
授
ら

が

「多
様
な
人
材
が
集
ま

る
環
境
に
身
を
置
い
て
ほ

し
い
」
「世
の
中
の
こ
と

に
興
味
を
持

っ
て
探
究
心

を
養
う
姿
勢
が
大
事
」
な

ど
と
、
高
校
生
に
外
向
き

の
思
考
を
求
め
た
。

高
校
生
に
よ
る
発
表
も

あ
り
、
甲
南
高
２
年
の
中

村
彩
夏
さ
ん
は
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
サ
ー
ビ
ス

「Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ

（
ワ
イ
フ
ァ
イ
ご

な
ど

を
活
用
し
た
観
光
強
化
策

を
訴
え
た
。
中
村
さ
ん
は

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

つ
い

て
、
「全
国
の
同
世
代
の

人
た
ち
の
意
見
が
聞
け
て

刺
激
に
な
る
」
と
話
し
た
。

‐３
日
は
鹿
児
島
大
学
で

東
京
大
学
教
授
ら
が
講
演

す
る
。
　

（加
藤
武
司
）


